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陸水各種食品及び土壌等の

放射能測定調査報告

、（昭和38年 4月-39年 3月）

秋田県衛生研究所 斎 藤 ヽ キ

.I 
はじめに 土

科学技術庁より前年度に引続き委託された放射能測定

調査の昭和38年度分をとりまとめたものである o

ー

A 

調査計画

秋田県衛生研究所において測定したもの。

（種 別〕 〔採取場所〕 （年回数〕

｛与原水;K 秋田市手形上丁大木屋浄水湯 6 

陸氷
流

①秋田市臨II（旭川）

7k (③ ク 添川小繹

⑥河辺郡雄和村戸米川中学校

（鴎田市土手長蝉田県衛生研

壊 究所構内

R男鹿市船川港元浜町

野 菜｛領田市川尻
（大根） R南秋田郡天王町

①平鹿郡十文字町

ょ） （鴎 田市 泉
R大館市

①横手市

ti¥、ノコ界（①仙北郡南外村

R南秋田郡昭和町

乳 秋田市太平

{ 
「①由利郡金浦町

l②男鹿市船川港

レイ｛ ①由利郡金浦町
R男鹿市船川港

｛①横手市
R雄勝郡横堀町

分析化学研究所宛送付したもの。

〔種 別） 〔採取場所） 〔年回数）

上 水秋田市手形上丁大木屋浄水湯 5 

陸水（ （原水） ①秋田市臨11（旭川）

流 水｛② ク 恭川小学校

土

農畜

産物

貝魚

類

B
 

牛

ヵ

鯛

鯉

①秋田市土手長町秋田県衛生

叶研究所構内

R男鹿市船川港元浜町

｀大根巴｛塁::::王町
牛 乳 秋田市太平

雨水，ちり 秋田市土手長町秋田県衛生研究所

日常食品 秋田市周辺（90食分）

4

4

2

2

5

1

1

2

 

Jll 
試料の調製及び測定方法

2

2

2

 

4

4

 
2

2

2

2

2

2

2

2

6

 

試の調製及び測定方法は科学技術庁編「放射能測定

法」 (1957年） によったo但し送付試料の調製並びに送

付については次のとおりである o

陸 水 100m¢をイオン交換樹脂に吸瘤させ送付。

土 譲 約 lm間隔における 2地点から3Qcmx30 

cmx 5cm（横X縦x深さ）の土嬢を採取

し，これを混合して一試料とし送付。

大根 5kgを灰化し灰化物を送付。 • 

3.6£を灰化し灰化物を送付。

一定採水装置で採取した 1ヶ月間の雨水，

ちりをイオン交換樹脂に吸藩させ送付。

都市成人，農村成人，農村子供各10人分

1日3食宛計90食分を 1試料として送付。

測定装置については次のとおりであるo

計数装置日立製 RDG-4A

計 数 台日立製鉛ヽンールド使用 GP-A

使用計数管理研製 B2N-613311

マイカ窓の厚さ l.4m<J/cm2 

窓からの距離約10m

比較試料理研製 U308A-288 (500dps)及び

Kee 

試料皿の形状及び材質 ・

理研製ステンレススチル製内径25mm

高さ6m，厚さo.3ut111

野菜

牛乳

雨水，ちり

日常食品

2

2

2

2

2

2

 

2

2
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IV 測定成績 第 1図 陸水の放射能値

μμc/I 

A 陸水について（第1表，第1図）

a J:水

6月， 8月， 10月， 11月， 12月， 2月の 6回採水した

原水について測定したもので，その成績はg当り 1.6-

12,8呼 Cの範囲にあり，その中でも11月採水したものは

1, 6呼 C で最小値を示しているo

b 流 水

7月と11月の 2回それぞれ 3ケ所より採水し測定した

もので第1図に表わした点線a'は炉過し飲用している流

水であり， b1は山から流れてくる沢水をそのまま飲用し

ているものであり， Cりま食器，野菜等の洗漉に使用され

ている川の水を測定した成績である oa'の場合には7月

24.oμμCを示したが11月採水したものは6.8呼 Cであり，

b'の湯合は7月 13.9仲 Cで11月 3.5呼 c,c1の場合は7

月 8.4呼 Cで11月3,5μμcと何れの場合も11月には放射能

値が相当減少し低い値を示していることが注目される o
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38年 6月 7月 8月 9月 10月 II月 12月 1月 2月 3月

採水月 El

第 1 表 陸水の放射能測 定成績

上 水（試料： 1¢) 

喜g 
採 7k 採 水 測定

計数率 cpm

換μ万値1l残姦留9発物]| ＇ 備
採 氷 地 腐 鳥 比 銅 租 自然計数率．試翡/科9 ‘ 考

位 年月日時 年月日

1 嬰嬰塩雷緊腐丁 1原水I16.3試言。り兄品138,6, 2114971, 8士22.3| 18. 7土 0.6|3.6土 1.al 12. 6l 68. 31合『 23-8°C 
6.6 

2 | (' 
|，，，， 120. 5| 3百。9入んI38.8. 8|5025.O土 22.5| 18• 3士0.6|3. 6士 1.ol. 12. 4j 73. si令・HT

30.0°c 
6• 6 

31 
ク I I 38.10-10 I I | I I I l A.T 15.Q°C 

// 11.811. lO. AM 38. 10.14 5050. 9土 22.520.3土 0.63. 7土 1-0 12.8 96-3 PH 6.9 

4 I 
ク I /,, 110. ii茫闘！ •P品 138- 11. 1014973. 9土 22.4! 20. 3士0.6|o. 6士 1.01 1. 61 75.51合計 l7.Q°C 

6. 8 

5 ク Iク 15.3i謬混 38.12. 1315066-7土 22.6j 20. 4土 0.6h• 3士 1.01
IA.T 5.6°C 

6.1 65.81 PH 6. 5 

61 
ク |，，， |1. ol己。帽＆料g,2, 2015076, 6士22.si 20.1士o.6:1-1士 1.01 I A T  0.5°C 

6.4 ’’ 70・OPH 6. 5 ， 

流 水（試料： 1¢) 

1 I 河辺郡雄和村戸 1蛇口！ 24. ol 38. 7. p 2 M ， 38. 7. 3 l|5 193. 2士：22.8I 17-5士0.5| 4. 3土 1.o! 13. 9| | 88. oI PH 6-0 
： 

米川中学校 I 2.53. ! 

2 1緊霜添川添川 I/,, /23.叫嘉。？温I /,, I /,, I /,, 17-4土 1.oj 24. oj 138．斗ぶ塩水 6・2

3 I 秋田市添川 I |22. o I 38-7.30 ク・ ク I ク I 2. 6土 1.0I 8. 4 I 115.7 I PH 6,5 
（旭川） 1 10.20. AM 

4 ¥緊塁嚢添川恭川 I蛇口1lo.6揺閲．1入心138-u. 1014973. 9土 22.4! 20.3士0•6:2. 5土 l.o| 6•8| 129.81ぶ塩水 7.3

5 I 秋田市添川 | I 11 0 I 38. ll. 7 I ク I ,;, I ,;, 1. 3土 1.0 I 3.5 I 74.3 i PH 6•9 
（旭川） ・ll-03.AM I 

6 I 河辺郡雄和村 I蛇叫13 0 I 38.11. 8 I ク ，，，， I ク I 1. 3士 1.叫 3.5 I 55,6 PH 6.6 
戸米川中学校 I • 10.38. AM 



B 土簾について（第2表，第2図）

土譲は裸地と草地とを区別選定しそれぞれ 6月， 8月，

11月， 3月の 4回採取し測定した成績である 0 6月採取

した士譲は乾燥試料fJ当り裸地は 71,415呼C，草地は

71,878岬 Cで，どちらも割合に高い放射能値を認めたが

8月， 11月と低下し裸地は11月4,943呼c,草地は34,227

JJ,l'C である 0 3月には幾分高．くなっているが，それは冬

季間積雪下にあり 3月の残雪期に採取した結果であろう

と考えられるo

- 35 -

第 2図 土壊の裸地草地別放射能値

log pp</g 

2. 0 

（乾燥試料g当り
一 裸 地

.....草地

ヽ
ヽ

l.5-I（公1ぶ＼。―pi氾苓言―----畜．． 3μμc) 

1. o 

o. 7 

38年6月 8月 11月

採取月 'El

39年3月

第 2 表 土壊の放射能測定成績

贄I採 取 採 取 個 阿 繹測定比較虹自然沈澱灰化物協響t勺讐阿1換算値

犀年月日 地 名種類；戸；方法年月日庄界王 門農m*500？嘉り(9誓切） cpm 9：：訂9C
138. 6.12諏田諏田県衛研五。塁。ぶ38.6.25!59.4士1.7117.0土 0.5177.6士2.6l 1.g1865121.1土 0.3 71.87門
2l38. 6.13l男鹿市船川港元浜町1裸地I'lI ~ I 1--i 1- I 'l I 115.2士2-2 1.0810120.9士0.4| 71.415 

3138. 8. 14秋 田諏田県衛研丘I'lI 1- l3s. s. 21141.1士 1.5118.9士o.6I 3s.6士 1.3| 1.7862| 8.7士0.2| 34.oo 
→一

4|38. 8凸61男鹿市船川港元浜町1裸地|ク| ク I ク I ク＿［ーク 1 37.1士1.5| 1.2200|•生吐0.2| 22.』
5138. 11. 51 ク クク I ク 38.n. 12 53.3士1.6|19.8士0.6] 12.5士1.4 1. 0760 1.3士0.1 4. 643 

I五•11. 61秋田麟即疇研ー1草地三／＿ク ク-ニ-こ ]5.5土 1.8□3785））・三三
1:39. 3. 31~ __ __L.? クク 39.3-11148.7土l.722.2士o.6l__fill._!土1.9 1. 1815 9.5士0.2 39. 389' 
-|―----- -- - --- ---- _ 

839. 3. 4男鹿市船川港元両裸地ク ク ク ク ク 48.3士1.6 0.6727 3.2土0.1 13.5231 

c 農畜産物について（第3表，第3図）

a 牛乳

同ー場所で搾乳した原乳を 7月， 9月， 10月， 11月，

1月， 3月打頃丈測定したもので，その中最小値は7月の

9当り o.199呼Cであり最大値は 1月のQ.514呼Cで6回

測定の平均値はQ.344μ.μcとなり昨年度と大差ない成績

を示している o

b 野菜（大根）

県内 2ケ所から採取し水道水で洗漁後，悪い部分を除

き皮と共に処理し測定したもので， 7月採取したものは

生体g当りQ.567呼C及 び Q.985仲 C で平均値はQ.776

呼Cであり，・ 11月採取したものはQ.368呼C及びQ.184

坪C で，平均値は 0•276呼C で 7 月に比し大分低下して

いるo このことは土懐の放射能値と多分に関連あるもの

と思われる o

C 果実（リンゴ）

県内 3ケ所から 9月と10月に採取したもので水道水で

洗漉後，皮ごと処理し測定した成績である 0 9月採取し

たリンゴの平均放射能値はg当りQ.35QμμCで10月採取

第 3図 農畜産物の放射能値

玄 米 3ケ所の平均仙
肝c/g

リンゴ

1. o 

o. 8 

o. 5 

o. 2 

大根 2ヶ所の平均値

←—一っ（玄米）

＼．＼ 9 :^：｛＼口1:)..̂  ̀  、一▼ （牛午L)

7月 8月 9月JO月 11月 12月 1月 2月 3月

採取月

ヽ~ー，

ふ＇
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したものはQ.476坪 C で遅く採取したものの方が僅かに

高くなっているo

d 米（玄米）

県 内3地点より採取した旱生米及び晩生米を測定した

もので早生米はg当り o.669-1. 246呼 C汗平均 1.o96坪 C

で晩生米は 1.014-1. 212呼 C平均 l.194μμcで，これも

平均値において晩生米の方が僅かに放射能値が高くなっ

ている o

第 3 表 農 畜 産 物 の 放 射 能測定成績

； 採取 測定 生体 生体

筐
K 自然

試率（灰呵料分当計含500り数k ） 

換算値（除K)

種類 部 位 入種場所
灰 分 生 体

備考
重量 水分 灰分中 計数率 500mg 1 !J 

でロ 年月日 年月日 当り当り
g 彩 形 形 cpm cpm μμc μμc 

1 I牛 乳1原 乳嬰田皐 38.1.12l 3s. 1.31l:120.99l :90.os! 0.101 20.00118-9土0.6,25.6士1.31 14.31 0-1991 

21大呵（皮，］部）I嬰喫悶I38.7.18| ，，，， I 200.ool 95.531 o.561 37.6ol 
，，， 

154.6士1.61 49.91 Q.5671洗湘後

31 // I ク 開田鷹138.7.231 ク I 200.00[ 95.821 o.661 31.2al ク 154.6士l.6| 74.3| o.9851 ク

4牛乳 原 乳 秋太田市平 38. 9. 9 38, 9.16 120-97 84.46 o.73 20.osl21.1土Q.6124.6士1.4 20.3 0.294 
l 

5 リ` ノゴ （皮紅， 肉玉部）
南秋田郡 38. 9.18 38. 9.30 250.00 84.48 o. 28 36.80 18.6士0.655.6士1.7 58.4 0,323 
昭和 町

6 ，，，， 

（皮，旭肉部）仙南北外［ 38. 9.23 
ク 250.00 86.56 

Q.25 口ク 61.3土1.7 79.0 Q.389 

＇ 
7 ク 濯，肉為横手 38. 9.24 ク 250.00 86.64 0.24 ク 69•8士 1.8 70.3 o.340 

8 牛乳 原 乳ヽ i焚田皐 38.10.22 38.ll. 7 121.15 87.99 Q.69 21.50I 120.2土0.627.0士 1.2 14,9 o.206 

， リンゴ
デリシャス

仙南北外郡村II 3s.10.23 ク 500-00 71.14 Q.60 32.80 ク 51.7土1.6 61.3 0.735 
（皮，肉部）

10 ク
（皮紅， 肉玉部）南昭秋和田郡町 38.lQ.27 ク 500-00 83.3 4 0.32 38.40 ク 60.8土1.7 72.2 0.456 

11 ヶ （紅皮， 肉玉部）横手市 38.10.28 ,,_, 500.00 86.20 Q.32 34.40 1- 46.9土1;! 37.3 Q.239 

12 牛乳原乳 焚田皐 38.11.7 38.ll.16 153,00 87.46 Q.77 21.06 20. 4士0.62&7土1 28.3 Q.437 
l | 

13 大根（皮，累］部）天南秋王田； 38.11. 8 ，，，， 250-00 95.32 Q.56 35.52 ク 44.5士1.6 32.9 0.368 洗猫

14 クク 秋田
ク 300.00 95.23 Q.43 18.00 // 23.8士 1.3 21.4 Q.184 クJII 38.ll.10 

15 牛乳 原 乳 秋太田市平 39. 1. 13 39. 1.27 123.48 86.51 o.70 20.50 21.6士0.6|27.4土1.4 36.7 Q.514 

16 玄米
早生米

大館市 38. 9.20 ，，，， 100.00 12.61 1.25 18,25 ク 28.4土1.4 49.9 1.246 
（トワダ）

17 ク 畠生米 ク 100.00 12.94 1.21 19.25 ~ 25.5士 1.4 33.9 1.212 （林 41) // 38-10. 2 

18 ク 早生米 平十文鹿宇郡町 39. 9.28 100.00 13.78 1.10 21.00 20.7土Q.624.0士：1．4 30.4 Q.669 （トワダ） 38. 9-28 
l 

19 ク 晩生米 ク 38.10. 7 ク 100.oo＇ ＇ ＇ i 14.65 1.25 18-00 ク 23.3土1.3 40.6 1.014 
(.,...,.シグレ） ：．  

： 
20 ~ 早 生米 秋田 市l38. 9.17 39. 3. 1 100.00＇ ＇ 1 ＇ ＇ 15.60 1.37 18.1826.5土Q.628.7士 1.5 50.2 1.375 

（すワ＝シキ）

2 1 ＇ l ク 晩生米
： 

（ミヨシ）
，，，， 38.10. 4 ク

100.00: ！ 8137•639」’ 1.22 
17.52 ク 29.4土1.5□1 1.357 

22牛乳原乳 秋太田市平 39. 3. 2 39. 3.ll 111.21！ : ： 0-73 21.00122.2土0.626.3士1.4 28.31 Q.413 
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D 魚貝類（第4表，第4図）

魚貝類は鯛，カレイ，鯉の品目で鯉は養魚を購入し測

定したもので何れも県内 2ケ所より 2回採取し測定した

成績であるo鯛はg当り o.155ー0.873岬 Cで平均 o.548

呼c, カレイは 0•015ー0.388坪c, 平均 o.159呼c, 鯉は

0•374ーo.587坪C で平均 0-481岬C であり前年と正確に

比較する事は困難であるが総体的にみて，梢々放射能値

は高くなっているo

第 4図 魚貝類の放射能値

V おわりに

μμc/g 

o. 90 

o. 70 

o. so 

o. 30 

o. 10 

● カレイ

△鯉

〇鯛

0 0 

△
△
 

△ 

•• 

゜． 
゜

陸水については上水，流水とも放射能汚染は認められ

ないo特に11月採水したものが非常に低い放射能値を示

したo

土は5月採取したものが裸地及び草地ともg当り71

呼 C の相当高い放射能値を示したが8月以降低下し， 11

月には裸地で 4.9呼 c,草地では 34.2μ,μ,cであった0 3 

月にやや高い放射能を示したが，これは融雪による影響

が多分にあるものと考えられるo又今回の測定において

何れの場合も草地は裸地より高い放射能値を得ており，

草地の方が裸地より放射能の影響を受け易いのではない

かと思われるo

晨畜産物については玄米が牛乳， リソゴ，大根より放

射能値が高く，又晩生米が早生米より幾分高い値を示し，

更にリンゴも 9月採取したものより 10月採取したものの

方が僅かに高いoこれらより考察し，核爆発実験等の特

殊条件が生じない限ーり今後の農作物はfalloutに依る

影響より寧ろ採取されるまでの成長過程における土譲か

ら9の養分吸収期間が長いもの程，土壊の放射能汚染から

受ける二次的汚染が多分に影響するであろうと推定され

るo

....!. 
• 38年

． 
6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

第 4 表 魚貝類の放射能測定成績

に：；ffl忙工讐もご置言

］竺□□ー：ャ！カカギ鯉攣i:7言／言□言言竺冒：／言］
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雨水（定時採取）放射能濃度変化図
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